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WG メンバー 
◎：リーダー、○：サブリーダー   

法人名 氏名 法人名 氏名 

㈱朝日工業社 ○中野 孝之 ㈱ダイテック 菊池 泰彦 

㈱NYK システムズ 川上 裕二 ㈱ダイテック 北川 昇 

㈱TAK-QS 浅野 和重 ㈱テクノ菱和 網倉 麻古 

㈱ｶﾝｷｮｳｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 福田 金志 ﾃﾞｭｱﾙ･ｱｲ･ﾃｨｰ㈱ 岩淵 竜一 

㈱コスモ・ソフト 吉村 幸治 東洋熱工業㈱ 藤田 純一 

㈱ｺﾓﾀﾞ工業ｼｽﾃﾑＫＭＤ 青山 和幸 ㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄｻｰﾋﾞｽ ○川合 潔 

三機工業㈱ 大渡 修 ㈱ファーストスキル 吉沢 正秋 

三機工業㈱ 吉岡 誠記 ㈱百音設計 浜口 正和 

三建設備工業㈱ 桑原 亮一 ㈱ヤマト 富澤 喜一 

須賀工業㈱ ◎三木 秀樹 ㈱四電工 秋月 伸夫 

須賀工業㈱ ○向来 信 和田特機㈱ 横井 義光 

ダイキン工業㈱ 柴田 賢成 個人 高荒 洋介 
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活動テーマ 

 

(1) 設備分野における LOD の検討・確認 

 

 

(2) BIM ライブラリーコンソーシアムへの参加 

 

 

(3) BIM 講演会の開催 
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活動テーマ(1) 設備分野における LOD の検討・確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針・目標 

・2015 年 11 月に報告した「空

調・衛生設備の施工 LOD」の作

成を進める。 

・設備 CAD ベンダーが提供する部

材をベースにして、形状や属性を

過度に詳細なものとしない。 

・完成すれば、現場での打合せの際

に、詳細度の基準として提示でき

る資料となる。 

・年度内にいくつかの部材を対象と

して作成する。 
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活動テーマ(1) 設備分野における LOD の検討・確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

残念ながら、今年度は、目標とした対象部材を作成できな

かった。引き続き、次年度も検討を進めたい。 
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活動テーマ(2) BIM ライブラリーコンソーシアムへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針・目標 

BLC の進捗を早める。 

BE-Bridge の修正点を早期に反映する。 

BE-Bridge に支持金物類を早期に加える。 

年度内に支持金物類の定義案をまとめる。 

 

実施結果 

BLC の設備部会や Stem・BE-Bridge の WG の活動を

WG 内で報告し、情報の共有を行った。ただし、その報告

に対して、WG3 として検討を行う、さらに BLC に提案す

る、というところまでは踏み込めていなかった。 
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活動テーマ(2) BIM ライブラリーコンソーシアムへの参加 
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活動テーマ(３) BIM 講演会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針・目標 

過去の講演会の実績として、2010年度と2011年度に、

ゼネコンと設計事務所に依頼して計 6 回開催している。 

 当時から年数も経ち、BIM の状況も変化している事から、

情報収集のために講演会を開催する。 

 年度内に 2 回の開催を目標とする。 

 

実施結果 

BIM の最近のトピックとして、 

・スリーブ情報の連携 

・BIM と FM の連携 

を選定して、講演会を開催した。 
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活動テーマ(３) BIM 講演会の開催 

 

 

 

 

 

日時：2016 年 10 月 21 日（金） 

講演タイトル：「BIM 連携による建築－設備間の調整業務の効率化」 

講演者：清水建設株式会社 生産技術本部 主査 室井 一夫 様 

鉄骨CADと設備CAD間

でのスリーブ情報を連携

することで、建築-設備間

の調整業務の効率化が図

れることをご紹介いただ

きました。 
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活動テーマ(３) BIM 講演会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2017 年 4 月 28 日（金） 

講演タイトル：「FM に役立つ BIM 設備の施工 BIM が主役」 

講演者：大成建設株式会社 設計本部 企画部 企画推進室長 

 猪里 孝司 様 

BIM-FM の連携不備によ

る損失額が大きく、改善の

必要性が高い事や、現在

BIM と FM の橋渡しをす

るためのガイドラインを

策定している事などをご

紹介いただきました。 
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まとめ 

 

2016 年度は、テーマを３つ挙げて活動しましたが、当

初の目標が達成できない部分もありました。 

 

2017 年度も、多くの方が WG3 への参加を希望してい

ますので、メンバーの要望を取り込み、テーマの再検討や体

制の整備を行い、WG 活動を活性化させたいと考えます。 

 

 


